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作成 令和５年９月３０日 

摂津市議会議員 松本暁彦 

 

令和５年第３回定例会一般質問 

 ～本会議３日目・令和５年９月２７日～ 議事録（抜粋） 

 

５ 生きる力を育むことについて 

（２）教師不足について 

 

 

○松本議員 

（２）教師不足について、小中学校講師について HP等での募集活動をよく目にします。また学校現場

と話をしていても教員不足の問題についてお聞きしています。 

そこで本市の教員不足の現状はどのようなものかお聞かせ下さい。 

（略※） 

 

○福住議長 

教育総務部長 

 

○教育総務部長 

「摂津市の教員不足の現状」についてのご質問にお答えいたします。 

近年、男性教員の育児休業取得率が上昇してきており、現在男女合わせて２６名の教員が育児休業を

取得しております。 

また、年度途中でメンタル不調等により病気休暇を取るケースもあり、９月１日時点で、休んでいる教員

の代わりになる講師が、小学校では８名、中学校では２名不足している現状でございます。 

今後、産前産後休暇、育児休業等を予定している教員も複数名いることから、引き続き、講師確保に努

めるとともに、新たにメンタル不調等により病気休暇となる教員が増えることのないよう学校を支援して参

ります。 

（略※） 

 

質疑概要 

小中学校講師について HP 等での募集活動を目にし、学校現場からも教員不足の話をお

聞きしている。教員不足は子ども達の生きる力を育むための良好な教育環境に支障をき

たすものである。そこでそれらの現状と対策について質疑を行った。 
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○松本議員 

次に、教師不足について、育休や病欠等で教員が相当数不足していることを理解しました。 

では教員の不足は子ども達にどのような影響を与えるのか、市の見解をお聞かせ下さい。 

 

○福住議長 

教育総務部長 

 

○教育総務部長 

教員の不足は教員一人当たり業務量の増加に伴い、教員が子どもたちと向き合う時間が少なくなり、

教員がゆとりを持って子どもたちと接することができず、きめ細かい細やかな対応が不十分となる恐れが

ございます。 

教員の欠員が生じた学校では、学習や学級運営、子どもたちの安全配慮に影響が出ないよう、欠員と

なった教員が担当していた学級や授業、その他学校運営に関する様々な業務などを他の教員が受け持ち、

教員同士で連携しながら対応しているところでございます。 

 

○福住議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

教員不足は本市の子ども達の生きる力を育むことに影響を及ぼすもので、欠員の解消に努めて頂きた

いものですが、市は欠員解消に向けてどのように対応しているのか、お聞かせ下さい。 

 

○福住議長 

教育総務部長 

 

○教育総務部長 

講師の確保のため、大阪府の講師登録者への電話連絡のほか、ハローワークや民間業者等を通じて

広く公募するなどして欠員の解消に努めております。また、教員 OB、OG の声かけや、教員に知り合いの

紹介を依頼するなどにより、一定数の代替講師の任用につなげることができたところでございます。 

しかしながら、全国的な講師不足等があり、欠員の解消にはつながっておらず、講師の確保に苦慮して

いる状況でございます。 

教育委員会といたしましても、市費会計年度任用職員や有償ボランティア等の支援人材を配置するな

ど、子どもたちの支援を充実させ、出来る限り影響が出ないよう努めております。 

引き続き、これまでの取り組みに加え、新たな方法を模索しながら、欠員の解消に向けて尽力して参りま

す。 
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○福住議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

欠員解消にむけて求人募集などや市費会計年度任用職員などの支援人材を充てていることは理解し

ました。それと合わせて大阪府に対して講師確保のために講師待遇の向上を求めるよう要望致します。 

しかしながら、本市だけでなく全国的に教員が不足している現状もあります。教員不足の背景にはどの

ようなものがあるか、市の見解をお聞かせ下さい。 

 

○福住議長 

教育総務部長 

 

○教育総務部長 

全国的な教員不足は、教員を志望するものの減少が一因であると考えております。教員は、本来、社会

を担う可能性あふれる子どもたちの成長を支援し、その成長を間近に実感でできる、非常にやりがいがあ

る仕事でございます。 

しかしながら、教員の魅力を発信するような情報は少なく、反対に長時間労働や教員業務の困難な部

分のみが取り上げられ、社会問題になっていることが、教員志望者の減少につながっているのではないか

と考えております。 

 

○福住議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

教員は素晴らしい仕事と思います。今の風潮は残念なものであります。慢性的な教員不足はいじめ対

応も含め、教員の負担を更に悪化させます。教員が子ども達と接する時間を少しでも増やし、教員自身が

魅力を一層認識し、情報発信することも大切であると考えます。総合的な教員支援の強化を要望致しま

す。 

また大阪府に対して小中学校の教員確保策も含め欠員対応の取り組みを強く要望されるよう、よろしく

お願い致します。 

 

（音声データ等より作成） 

重要と思われる部分には強調を入れています。 

※当該質問に関係のない他の質問項目の部分は省略しています。 

 

 

＜一般質問・項目一覧＞  

１ 健都のエリアマネジメントについて 

２ 児童虐待防止の取組みの進捗について 

３ PFOA 対策の現状について 
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４ 市民の命を有事から守る危機管理体制の構築について 

５ 生きる力を育むことについて 

（１）いじめ対策について 

（２）教師不足について 

（３）コト・モノ体験の重要性について 

６ 新型コロナワクチンの健康被害に関する市の対応について 

 


